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A3サイズに配置された2枚の地図で細長い一乗谷を表現している 

 

 

緻密な地図を読みながら史

跡を巡ると、突然デジャヴ体

験が身を包む。ここは戦国史

跡の一乗谷。 

 
一乗谷朝倉氏遺跡フォト O コース 

2013 年 7 月 13 日踏破 福井県福井市 

 

 
JR九頭竜線「一乗谷駅」の写真 

ここも写真ポイントのひとつ 

 

お父さんの一乗谷 
少し前のこと。電話会社ソフトバン

クの TV-CF「白戸家」で突然フォーカス

された一乗谷。白い犬の「お父さん」

と上戸彩扮する娘とともに、一乗谷は

名前だけが全国区になった。ただ殆ど

の日本国民は一乗谷がどこにあるのか

知らない。 

 

 

水害の記憶 
福井駅から JR九頭竜線（越美北線）

に乗って 10km ほど。福井平野から足羽

川の渓谷に吸い込まれる手前で一乗谷

駅に到着する。一乗谷駅から見える JR

の鉄橋が妙に新しい。そうか、そうい

えば数年前に足羽川の水害により九頭

竜線は壊滅的な打撃を受けた。大水害

が発生したのは 2004 年の梅雨時。足羽

川にかかる 7 つの鉄橋のうち 5 本が流

失したという。そのまま廃止になるか

と思われた九頭竜線は 3 年の工期をか

けて復旧した。目の前の鉄橋が新しい

のはそのためだ。折しも梅雨時。水害

の記憶が風景の中に残っているようだ。 

 

 
妙に新しい JR鉄橋 

 

 

新時代のパーマコース 
福井を所要で訪れ、半日時間が空い

たことから、興味のあった一乗谷を訪

れた。一乗谷朝倉氏遺跡博物館の受付

でオリエンテーリングコースの地図の

有無を聞くと、さっと地図が出てきた。

一乗谷の地図はパーマネントコースで

はなく、観光フォトオリエンテーリン

グの地図という扱いとなっている。一

トレイル O的パーマネントコース 
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乗谷を歩くなら、いい地図があったほ

うがいい。この地図の存在は事前に知

っていたが、やはりここに置いてあっ

た。 

 

 

一乗谷朝倉氏遺跡 
戦国時代に一乗城を中心に越前国を

支配した戦国大名「朝倉氏」の遺跡。

遺跡全体（面積 278 ヘクタール）が国

の特別史跡となっており。戦国時代の

町並みがほぼ完全な姿で発掘されてい

る。 

江戸時代から大正年間に至るまで、

遺跡の一部が現存、露出していた。1967

年、文化庁の指導のもとに庭園の整

備・調査が行われ、地下から見事な庭

園が発掘。発掘調査の結果、礎石や庭

石が次々と発掘され、その保存状態が

大変良いため遺構を全面発掘された。 

今は発掘された一部に当時の町並も

復元されている。 

 

 
一部復元された街並み 

 

 

 

 

日本のポンペイ 
戦国時代、織田信長と争った朝倉義

景は敗れ、朝倉家の城下町だった一乗

谷も焼き払われた。織田信長、浅井長

政、お市の方・・このあたりの話は戦

国ストーリーや NHK 大河ドラマでもた

びたび登場する。こうして一乗谷遺跡

は忘れられた土地として長い間、農地

の下に眠ることになる。 

 
当時の暮らしぶりも蘇っている 

 

 

特別史跡を O-map で巡る 
特別史跡であることから、現地にパ

ーマネントコースの目印となるフラッ

グ設置が禁止されている。こうした場

所にオリエンテーリングコースを設置

するために福井県オリエンテーリング

協会が出した答えが「フォトオリエン

テーリング」。地図のコントロール位置

に行くと見える風景写真を地図にも印

刷し、これと同じ写真をデジタルカメ

ラで撮影してくることを課題として設

定している。今はやりのフォトロゲイ

ニング方式だ。パーマネントコースが

始まった昭和の時代には考えられなか

った手法である。 

トレイル O感覚 
地図縮尺は 1:4,000、ISSOM 準拠の地

図--つまりスプリント O やトレイル O

の地図仕様だ。A4 地図 2 枚分を大きな

一枚のパンフレットに印刷してある。

パーマネントコースでは普通ありえな

いような細かな地図だ。「なぜ？」 

それは現場に足を運んでみるとすぐ

に判った。一乗谷は戦国時代の館と城

下町の遺跡。人工的な複雑な地形が広

がっている。これをきちんと案内する

ためには ISSOM 仕様の地図が最適だっ

たのだ。この地図のおかげで、ただ広

いだけの草原の中で緻密な屋敷跡を辿

ることができる。空地が、空間が、400

年の時を超えて当時の生活を語り始め

る。 

そして、精密地図の丸の中心に行き、

メートル単位で歩幅を調整すると、地

図に掲載された写真と全く同じ風景が

ピタっと展開する。デジャヴ・・既視

感・・この感覚はトレイル O・・トレイ

ル Oパーマネントコースだ。ここは。 

 

 

静かな梅雨の一乗谷 
時には晴れ、時には激しく雨が降る。

梅雨時の安定しない天気の中、夢のよ

うな感覚の中、すべてのコントロール

を巡って博物館に帰着。「一日で全部

回った人はいないよ」と言われてしま

った。 

オリエンテーリングのコースではな

いが、一乗谷の横にある一乗山の山城

跡にも登ってみた。こちらは遺跡とい

うより標高450mを一気に登るガッツな

登山だった。 

（木村佳司） 

 
一乗山城跡。標識があるだけで、展望は無

い。戦国時代にはこんな険しい山城を備え

る必要があったのかと、備えの強さを改め

て感じた。 

 
高台から一乗谷遺跡を望む。この写真アングルも、地図で指定された撮影ポイント。 


